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平成 22年第１回定例 

夕 張 市 議 会 会 議 録 

平成 22年 3月 26日(金曜日) 

午前 10時 30分開議 

――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程 

第 １ 議案第 １号 平成22年度夕張市一般会計

予算 

    議案第 ２号 平成22年度夕張市国民健康

保険事業会計予算 

    議案第 ３号 平成22年度夕張市市場事業

会計予算 

    議案第 ４号 平成22年度夕張市老人保健

医療事業会計予算 

    議案第 ５号 平成22年度夕張市公共下水

道事業会計予算 

    議案第 ６号 平成22年度夕張市介護保険

事業会計予算 

    議案第 ７号 平成22年度夕張市診療所事

業会計予算 

    議案第 ８号 平成22年度夕張市後期高齢

者医療事業会計予算 

    議案第 ９号 平成22年度夕張市水道事業

会計予算 

    議案第１９号 夕張市議会の議員の議員報

酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

について 

    議案第２０号 夕張市職員給与条例の一部

改正について 

    議案第２１号 夕張市職員旅費条例の一部

改正について 

    議案第２２号 退職手当支給条例の一部改

正について 

    議案第２３号 夕張市企業職員の給与の種

類及び基準に関する条例の一部改正につい

て 

議案第２４号 夕張市奨学資金貸付条例の

一部改正について 

第 ２ 議案第３０号 夕張市企業開発促進条例の

一部改正について 

第 ３ 報告第 １号 平成22年度夕張市土地開発

公社事業計画書について 

第 ４ 意見書案第１号 道立衛生学院の存続を求

める意見書 

第 ５ 意見書案第２号 有床診療所の位置付けと

存続に向けた対策を求める意見書 

第 ６ 決議案第１号 常任委員会及び議会運営委

員会の閉会中所管事務調査に関する決議 

――――――――――――――――――――――― 

◎出席議員（9名） 

 高 間 澄 子 君 

 伝 里 雅 之 君 

 島 田 達 彦 君 

 角 田 浩 晃 君 

 山 本 勝 昭 君 

正 木 邦 明 君 

 高 橋 一 太 君 

 新 山 純 一 君 

 加 藤 喜 和 君 

――――――――――――――――――――――― 

◎欠席議員（なし） 

――――――――――――――――――――――― 

午前１０時３０分 開議 

●議長 山本勝昭君  これより平成22年第1回定

例夕張市議会第 4日目の会議を開きます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 山本勝昭君  本日の出席議員は 9名、全

員であります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 山本勝昭君  本日の会議録署名議員は、

会議規則第 118条の規定により 

高間議員 

伝里議員 

を指名いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 山本勝昭君  この際、事務局長から諸般
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の報告をいたします。 

●事務局長 竹下明洋君  報告いたします。 

 参与並びに書記の職氏名についてでありますが、

お手元に配付のプリントのとおりであります。 

 以上で報告を終わります。 

―――――――――――――――――――――― 

「別紙」 

 市長      藤 倉   肇 君 

 教育委員会委員長 

         小 林 尚 文 君 

 選挙管理委員会委員長 

         板 谷   努 君 

 農業委員会会長 山 田   昇 君 

 監査委員    松 倉 紀 昭 君 

◎市長の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 理事      関 下 祐 二 君 

 地域再生推進室長 

  石 原 秀 二 君 

地域再生推進室総括主幹 

 芝 木 誠 二 君 

 地域再生推進室主幹兼総務課主幹 

         河 内 能 宏 君 

 地域再生推進室主幹 

       中 港 康 裕 君 

 地域再生推進室主幹 

         高 野 瑞 洋 君 

 総務課長    寺 江 和 俊 君 

 総務課総括主幹 三 浦   護 君 

 総務課主幹   佐 藤 喜 樹 君 

 総務課主幹   近 野 正 樹 君 

 建設課長    細 川 孝 司 君 

 建設課総括主幹 小 林 正 典 君 

 建設課主幹   朝 日 敏 光 君 

 建設課主幹   熊 谷   修 君 

 建設課主幹   佐 藤   学 君 

 建設課主幹   成 田 裕 幸 君 

 建設課主幹   服 部 勝 雄 君 

 建設課主幹   谷 川   浩 君 

 市民課長    天 野 隆 明 君 

 市民課総括主幹 木 村 卓 也 君 

 市民課主幹   小 松 政 博 君 

 单支所長    上 木 和 正 君 

 市民課主幹   千 葉 葉津乃 君 

 福祉課長兼福祉事務所長 

         池 下   充 君 

 福祉課総括主幹 吉 崎 仁 司 君 

福祉課主幹   濱 中 昌 一 君 

 出納室長    熊 谷 禎 子 君 

 消防長兼消防次長 

     鷲 見 英 夫 君 

 消防署長    増 井 佳 紀 君 

 消防本部管理課長 

   田 中 義 信 君 

◎教育委員会委員長の委嘱を受けて出席した者の

職・氏名 

 教育委員    千 葉 明 正 君 

 教育長     小 林 信 男 君 

 教育課長    秋 葉 政 博 君 

 教育課総括主幹 池 田   伸 君 

 教育課主幹   古 村 賢 一 君 

 教育課主幹   松 本 邦 由 君 

◎選挙管理委員会委員長の委嘱を受けて出席した者

の職・氏名 

 事務局長    及 川 憲 仁 君 

◎農業委員会会長の委嘱を受けて出席した者の職・

氏名 

 事務局長    朝 日 敏 光 君 

◎監査委員の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 事務局長    及 川 憲 仁 君 

◎本議会の書記の職・氏名 

 事務局長    竹 下 明 洋 君 

 主査      大 島 琢 美 君 

 主査      辻   一 郎 君 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 山本勝昭君  日程に入ります前に、案件

の追加とその取り扱いについて、議会運営委員会委
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員長の報告を求めます。 

 正木議員。 

●正木邦明君（登壇）  追加案件の提出にかかわ

り、その取り扱い等について協議のため、先に議会

運営委員会を開催しておりますので、その結果につ

いてご報告申し上げます。 

 追加提案されることとなりました案件は、議案第

30 号夕張市企業開発促進条例の一部改正について

でありまして、この取り扱いに関しましては本日の

本会議において上程し、即決することとしたところ

であります。 

 その結果、本定例市議会における付議案件数は、

議案 30件、報告 4件、決議案 1件、意見書案 2件の、

あわせて 37件となるものであります。 

 以上で報告を終わります。 

●議長 山本勝昭君  ただいまの報告のとおり取

り扱うことと決定してご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

したがって、そのように取り扱ってまいります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 山本勝昭君  本日の日程は、お手元に配

付しているプリントのとおりであります。 

 それでは、直ちに日程に従って会議を進行いたし

ます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 山本勝昭君  日程第 1、議案第 1 号ない

し議案第 9号、議案第 19号ないし議案第 24号、以

上 15議案一括議題といたします。 

 この場合、本 15議案については行政常任委員会に

付託していたものでありますので、直ちに委員長の

報告を求めます。 

 角田議員。 

●角田浩晃君（登壇）  ただいまから、本定例市

議会第 3日目の本会議において行政常任委員会に付

託されました平成 22年度夕張市一般会計予算、各特

別会計予算及び水道事業会計予算と、これに関連す

る 6議案、あわせて 15議案を審査した経過並びに結

果についてご報告申し上げます。 

 なお、各位ご承知のとおり、本常任委員会は議長

を除く議員全員をもって構成されており、審査の内

容につきましても、この会議の全文が会議録に登載

されますので、細部にわたる口頭報告は省略いたし

まして、その概要についてのみ報告させていただき

たいと思います。 

 まず、本委員会は 3月 23日、24日の 2日間にわ

たって開催し、説明員として市長を始め、副市長、

松倉監査委員、教育委員長、教育長、理事、消防長

のほか、関係の室長、課長等の出席を求め、慎重に

審査を行ったところであります。 

 その結果、本 15議案については全会一致をもって、

いずれも原案のとおり可決すべきものと決定した次

第であります。 

 以上、本委員会の審査の経過並びに結果について

申し上げましたが、何とぞこの決定にご賛同賜りま

すようお願い申し上げまして、報告を終わります。 

●議長 山本勝昭君  これより委員長報告に対す

る質疑に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑、討論ともないようでありますから、直ちに

採決いたします。 

 本 15 議案は委員長報告のとおり決することにご

異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、本 15議案は委員長報告のとおり可決

されました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 山本勝昭君  日程第 2、議案第 30号夕張

市企業開発促進条例の一部改正についてを議題とい

たします。 

 理事者から提案理由の説明を求めます。 

 副市長。 

●副市長 羽柴和寛君（登壇）  議案第 30号夕張

市企業開発促進条例の一部改正について提案理由を

ご説明申し上げます。 
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本案は、過疎地域自立促進特別措置法の一部を改

正する法律の施行に伴い、地方税の課税免除、また

は不均一課税に伴う措置の対象業種の一部が変更さ

れたことから、条例における課税免除の対象業種を

これと一致させるために、本案のとおり条例の一部

を改正しようとするものであります。 

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い

申し上げます。 

●議長 山本勝昭君  これより質疑に入ります。 

 加藤議員。 

●加藤喜和君  過疎法が一部改正されて、いま副

市長の方から説明あった関連する条例を改正すると

いうことで、その部分については理解させていただ

くんですが、延長も含めて過疎法が一部改正された

ということですね、この条例改正以外に行政側とし

て対応することが今後必要になってくるのかどうか、

その辺についてちょっとお聞きしたいんですけど。 

●議長 山本勝昭君  総括主幹。 

●地域再生推進室総括主幹 芝木誠二君  お答え

します。 

 今回の過疎法の主な改正点としましては、過疎地

域の要件の緩和、それから市町村における過疎計画

策定の義務付けが廃止され、できる規定になったこ

と。それから、過疎対策事業債の対象の追加、地方

税の課税免除、または不均一課税に伴う措置の対象

業種の一部改正、過疎法の失効期限の 6年間の延長

でございます。 

 今回、この過疎法の改正に伴い、条例の改正以外

で今後必要となる作業としましては、平成 22年度か

らの過疎債の適用を受けるために本市の新しい過疎

計画を策定する必要があるところでございます。 

 過疎計画策定に当たっては、今後別途議会にお諮

りし、進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

●議長 山本勝昭君  加藤議員。 

●加藤喜和君  わかりました。 

 それで、過疎計画は作らなくてもいいけれども、

過疎債を該当させるときには計画がなければ該当し

てこないということで、おそらく新年度の再生計画

の予算の中でも過疎法を適用しようとするものがあ

るはずなので、そういう面で作っていかなきゃなら

ないということなんですが、基本的には総合計画な

り再生計画なりと、整合性を持ってこれから論議を

していくということになると思うんだけど、そうい

う理解でよろしいでしょうか。 

●議長 山本勝昭君  総括主幹。 

●地域再生推進室総括主幹  芝木誠二君  お答

えします。 

 そのような形で取り進めていきたいと考えており

ます。 

●議長 山本勝昭君  よろしいですか。 

 ほかに質疑ございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでありますから、これをもって質疑を終

結いたします。 

 これより討論に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでありますから、直ちに採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませ

んか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 山本勝昭君  日程第 3、報告第 1 号平成

22 年度夕張市土地開発公社事業計画書についてを

議題といたします。 

 理事者から説明を求めます。 

 副市長。 

●副市長 羽柴和寛君（登壇）  報告第 1号平成

22年度夕張市土地開発公社事業計画書について、そ

の内容をご説明申し上げます。 

  はじめに事業計画でありますが、夕張市土地開発

公社が保有する土地を計画的に処分するものであり

ます。 

このため、平成 22年度は保有する土地のうち、記
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載の土地を処分する予定であります。 

 次に予算についてでありますが、第 2条は当年度

の収益的収入及び支出の予定額を計上するものであ

り、収入総額は 3億 8,826万 8,000円とし、支出総

額は 3億 9,857万 9,000円と定め、収益的収入支出

差引額 1,031万 1,000円の不足となるものでありま

す。 

第 3条は資本的収入及び支出の予定額を計上する

のでありますが、収入はゼロとし、支出総額は 5億

4,005万 8,000円と定めるものであります。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額 5億 4,005万 8,000円は、前期繰越準備金等

で補てんするものであります。 

よろしくご了承賜りますようお願い申し上げます。 

●議長 山本勝昭君  これより質疑に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようでありますから、この程度で報告を終わ

ります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 山本勝昭君  日程第 4、意見書案第 1 号

道立衛生学院の存続を求める意見書を議題といたし

ます。 

 本意見書案は、正木議員ほか 8名全員の提案です

ので、直ちに採決いたします。 

 本意見書案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、本意見書案は原案のとおり可決され

ました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 山本勝昭君  日程第 5、意見書案第 2 号

有床診療所の位置付けと存続に向けた対策を求める

意見書を議題といたします。 

 本意見書案は、加藤議員ほか 8名全員の提案です

ので、直ちに採決いたします。 

 本意見書案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、本意見書案は原案のとおり可決され

ました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 山本勝昭君  日程第 6、決議案第 1 号常

任委員会及び議会運営委員会の閉会中所管事務調査

に関する決議を議題といたします。 

この決議案は、角田議員ほか 8名全員の提案です

ので、直ちに採決いたします。 

本決議案は、原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

異議なしと認めます。 

したがって、本決議案は原案のとおり可決されま

した。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 山本勝昭君  以上をもって本日の日程は

全部終了いたしました。 

 なお、この場合、市長より挨拶したい旨の申し出

がありますので、これを許してまいります。 

 市長。 

●市長 藤倉 肇君（登壇）  平成 22年第 1回定

例市議会の閉会に当たりまして、一言お礼と私の決

意の一端を申し述べます。 

本議会に提案いたしました全議案に対しまして、

原案のとおり決定を賜りましてまことにありがとう

ございました。 

本市は新年度より財政再生計画をスタートさせ、

計画に反映した数多くの懸案事業に取り組んでまい

ります。 

地域再生への新たな第一歩を踏み出しました。新

年度は、夕張再生元年と位置付けるものであります。 

引き続き厳しい状況下にありますが、これから長

い道のりを歩んでいくに当たって、市民の夢と希望

を大事に、明日に向かって前進すべく、私はその先

頭に立って全力を挙げて頑張ってまいります。 

議員の皆様のさらなるご理解とご支援を賜ります
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よう心からお願い申し上げまして、挨拶といたしま

す。 

ありがとうございました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 山本勝昭君  本日の会議はこれをもって

閉じます。 

●事務局長 竹下明洋君  ご起立願います。 

●議長 山本勝昭君  これをもって第 1回定例夕

張市議会を閉会いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

午前１０時４６分 閉会 
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